
　作文コンクールには、コロナ禍と向き合う子
どもたちの声が多く寄せられましたが、「心の
ワクチン」運動の一環として実施中の、道徳と
学級活動のモデル授業でも、この２年でがらり
と変わってしまった生活について、様々な意見
を聞くことができました。ここでは、子どもた
ちがどんな気持ちでコロナ禍に向き合っている
のかをご紹介します。子どもたちの本音は、大
人の心を動かすものでした。

　子どもたちを困らせる、感染拡大防止のために行わな
くてはいけないこと、いわゆる「新しい生活様式」につ
いて、彼らは驚くほど細かくその内容を把握し、実践し
ていますが、やはり本音では「つまらない」「変な感じ」

「嫌だな」と思っています。
　とはいえ、嫌だからとやめてしまったら、感染者は増
えて収束のめどがつかず、前の生活に戻れないというこ
とも、きちんとわかっていました。
　「新しい生活様式」を続けていくのは、そうしないと
怒られるからではなく、なによりまずは自分が感染しな
いため、経済が混乱して仕事をなくす人がないように、
今は行き来が難しい他の国の人とも関われるようにな
ど、しっかりと意味を考えてのこと。中には、「これを
することでみんなが協力し合うから、人と人との絆も深
まると思う」と意見を出してくれた子も。

＊＊＊
　大変な状況下でも、他者のことを考えられる子どもた
ちが本当に多かったことに感心するとともに、彼らをこ
れ以上悲しませることがないよう、大人として襟を正し
ていかなくては、と考えさせられました。

　人前ではマスク着用、給食は黙って正面を向いて食べ
る、友達と大きな声で話さない、なるべく出歩かない、
親のリモートワーク中は家でも静かに……。コロナ禍で
変わったことや困ったことを挙げてもらうと、出てくる
出てくる、たくさんの不満。日常生活で子どもたちが窮
屈な思いをしている様子が見て取れます。
　また「マスクで相手の表情がよくわからなくなった」

「友達と遊びづらくなった」といった声からは、他者と
のコミュニケーションが取りづらくなったことに、もや
もやしている気持ちが伝わってきました。
　子どもは発散できる場所や手段が少ない分、大人以上
につらい思いをしていたのかもしれません。

わたしたちだってつらかった

「新しい生活様式」を続ける意味

　活用した教育プログラムは、監修に馬場喜久雄氏（全国小学校道徳教育
研究会　顧問）を迎え、（一社）感染症対策コミュニケーションラボと共同制
作したもの。教材は、第45回「小さな親切」作文コンクール・文部科学
大臣賞受賞作品で、赤ちゃん連れのお母さんが落としたおもちゃを“わた
し”が拾う場面から始まります。お母さんの反応や“わたし”の気持ちを
通して、コロナ禍での親切や人とのかかわり方について考えてもらいます。
　親切運動Webサイトでは、学習指導案や教材などを詳しくご紹介。上
記学校でのモデル授業レポートも随時公開していきますので、ぜひ、併せて
ご覧ください。

「コロナ禍の親切」を考える
教育プログラムを公開中
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とYさんとの出会いは、数十年前のこと。
Yさんは大手企業の社長さんで、社員の方々

の親切を見つけては「小さな親切」実行章の推薦を
寄せてくださった。インタビューをさせていただ
くと、気さくなお人柄はもちろん、親切や思いや
りを大切にされるYさんに魅了され、大ファンと
なった。以後、お知恵を拝借したり、相談にのっ
ていただいたり……。
　リタイアされ北海道に戻られたYさんから、あ
る日事務局長になった私に手紙が届いた。そこに
は、コリン・パウエル（アメリカ合衆国の元国務
長官）の『リーダーに求められる自戒13カ条』、サ

ミュエル・ウルマンの『青春の詩』などが添えられ
ており、今も私の心に深く刻まれている。
◦コリン・パウエル：第10条　冷静であれ　親切
であれ
◦サミュエル・ウルマン：青春とは人生の或る期
間を言うのではなく、心の様相を言うのだ。年
を重ねただけで人は老いない。理想を失う時に
初めて老いがくる。
　直接お会いしたことは数えるほどしかないが、
今も北海道から私を励まし、支えて下さるYさん。
そのほかにも、道府県本部事務局長をはじめ支部
代表、会員の皆様など全国各地にいるたくさんの

方々に支えられている。
　年を重ねて、＂私は一人では
ない＂ことに改めて気づいた。
　皆さん、ありがとう。皆さ
んの支えを力に、これからも
親切運動に取り組みます。
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誰もが支えられて生きている
私

コロナ禍以前から、在宅での仕事が多い私
は、昼食を自分で作ることが多い。
今回紹介するのは、常に冷蔵庫にある食材
で、さっと作れる「塩だれ天津丼」。幼いこ
ろから一緒に料理をしている孫（小学３年
生・男子）も、最近一人で作れるようになっ
た。私に似て中華好きなので、おぼえるの
も早い。簡単で美味しいので、ぜひ皆様も
お試しあれ。

“じいじ”の味「塩だれ天津丼」
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F i l e 童話作家・運動本部専任クリエイター

新野雄彦

イラスト：安彦麻理絵［あびこまりえ］
漫画家・エッセイスト。山形県新庄市出身。女性の本音を赤裸々に描く作風が人気。

山橋由貴子［やまはしゆきこ］
（公社）「小さな親切」運動本部
専務理事兼事務局長

神奈川県横浜市出身。茅誠司初代
代表の在任時に入職し、親切運動ひ
とすじ40数年。ダジャレと愛犬の
＂イヴちゃん＂（ミニチュアシュナウ
ザー）をこよなく愛する。好きな食
べ物は「うなぎ」。

馬場講師が子ども
たちの意見を引き
出します
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